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近
代
支
那

曜
、
孟
子
、
支
那
語
、
土
曜
講
演

り
八
時
半
ま
で
、
四
月
よ
り
十
月
ま
で
午
後
七
時
よ

り
九
時
ま
で
。

り
八
時
ま
で
、
四
月
よ
り
十
月
ま
で
午
後
七
時
よ
り

八
時
半
ま
で
。

▲
現
行
講
義
、
講
演
科
目

諸
問
題
、
本
草
、
通
俗
講
演

月
曜
、
靖
獣

水
曜
、
韓
非
子
、
木
曜
、
萬
葉
集
、
十
八
史
略
、
金

東
亜
共
榮
圏
の

鰹
清
上
よ
り
見
た
る

定
日
講
義

遺
言
、
小
學
纂
註
、
火
曜
、
支
那
語
、
大
學
音
讀
、

講
演
十
一
月
よ
り
三
月
ま
で
午
後
六
時
半
よ

定
日
講
義
十
一
月
よ
り
一

1

一
月
ま
で
午
後
六
時
半
よ

▲
十
一
月
十
六
日

堂

友

會

記

事

▲
昭
和
十
五
年
十
月
十
二
日

▲
十
月
二
十
日

四
九

懐
徳
堂
恒
祭
に
會
員
一
同
奉
仕
す
。

東
寺
の
見
學
を
催
す
。
指
導
者
源
豊
宗
先
生
の
臨
地

講
演
を
拝
聴
後
佛
像
を
見
學
す
。
尚
京
大
花
山
天
文

憂
見
學
豫
定
の
と
こ
ろ
雨
天
の
た
め
中
止
。
参
加
者

は
吉
田
鋭
雄
先
生
を
初
め
四
十
名
で
あ
っ
た
。

大
講
堂
に
於
て
紀
元
―
―
千
六
百
年
奉
祝
式
を
畢
行
せ

ら
る
。
理
事
長
小
倉
正
恒
先
生
、
顧
問
狩
野
直
喜
先

幹

事

酒

井

全

太

郎



過
ぎ
北
野
に
至
り
、
北
野
紳
社
に
て
出
征
牌
士
の
武

観
し
た
る
後
、
徒
歩
に
て
大
澤
池
、
廣
澤
池
の
畔
を

▲
十
二
月
十
九
日

聖
壽
の
萬
歳
を
祈

阪
倉
、
吉
田
雨
先
生
よ
り
御
話
を
承
る
。

會
員
敷
名
翠
集
し
、
先
師
儒
諸
先
生
の
紳
位
を
澄
邦

す。

▲
-
―
一
月
二
十
三
日

凡
そ
四
十
名
蓼
加
し
、
洛
西
大
覺
寺
に
於
て
源
豊
宗

先
生
の
臨
地
講
演
を
拝
蒻
し
、
襖
薔
、
庭
園
等
を
参

運
長
久
を
祈
願
し
、
本
殿
蛙
股
の
模
様
ゃ
緯
馬
堂
を

▲
昭
和
十
六
年
一
月
一
日

小
講
堂
に
て
季
末
茶
話
會
を
開
く
。
三
十
餘
名
出
席

る。 れ
て
祝
宴
に
列
し
、
乾
杯
し
て

生
の
講
話
を
拝
聰
す
、
終
つ
て
蓼
列
會
員
一
同
招
か

▲
三
月
二
十
七
日

阪
倉
、
大
江
、
吉
田
三
先
生
臨
席
、
季
末
茶
話
會
を

所
一
雄
雨
君
を
中
心
に
、
大
陸
の
風
俗
に
就
て
談
話

あ
り
、
出
席
者
約
三
十
名
で
あ
っ
た
。

▲
四
月
七
日

理
事
長
小
倉
正
恒
先
生
今
回
國
務
大
臣
を
拝
命
せ
ら

れ
、
是
の
日
大
阪
繹
痰
上
京
せ
ら
る
。

▲
四
月
二
十
日

凡
そ
三
十
名
参
加
し
、
南
海
線
淡
輪
よ
り
春
霞
の
談

路
島
へ
渡
り
、
洲
本
ょ
り
岩
屋
に
至
る
西
海
岸
の
風

光
を
賞
し
つ
A‘

澤
潟
久
孝
先
生
の
指
導
に
て
萬
葉

遺
蹟
を
探
勝
し
、
明
石
へ
渡
り
て
蹄
阪
す
。

▲
五
月
十
日

開
く
。
最
近
戦
地
よ
り
蹄
還
せ
ら
れ
た
る
吉
田
武
別

睾
観
す
。

五

0



▲
五
月
十
八
日

て
臨
地
講
演
を
拝
聰
す
。
参
加
者
五
十
名
。

藍
見
學
、
了
つ
て
北
野
紳
社
に
参
拝
、
八
棟
造
に
就

天
沼
俊
一
先
生
指
導
下
に
大
猿
寺
及
び
妙
心
寺
の
伽

五

季
末
茶
話
會
を
開
く
。
阪
倉
、
吉
田
、
張
三
先
生
臨

席
、
三
十
餘
名
出
席
し
て
、
支
那
の
教
育
や
日
本
の

言
葉
支
那
の
言
葉
な
ど
に
就
て
談
ず
。

▲
七
月
七
日

降
り
し
き
る
雨
の
中
を
午
前
十
一
時
、
此
の
度
國
務

庭
園
、
養
壽
寺
の
襖
綺
な
ど
を
見
學
す
、
参
加
者

十
敷
名
。

▲
六
月
二
十
六
日

の
像
な
ど
拝
観
し
、
更
に
詳
雲
寺
の
秤
迦
如
末
像
や

至
り
、
茶
室
堂
宇
等
の
建
築
や
開
山
上
人
及
び
利
久

り
、
更
に
筋
向
ひ
の
賞
相
寺
に
至
り
、
五
井
蘭
州
先

生
の
墓
へ
蓼
詣
す
。

宗
先
生
の
臨
地
講
演
を
拝
認
し
て
後
、
堺
南
宗
寺
に

井
家
墓
所
へ
睾
詣
し
、
議
石
の
拓
本
や
、
寓
興
を
撮

天
王
寺
に
於
て
推
古
時
代
の
伽
藍
配
置
に
就
て
源
豊

▲
五
月
十
一
日

吉
田
先
生
を
初
め
會
員
敷
名
、
上
本
町
誓
願
寺
の
中

▲
六
月
二
十
五
日

題
す
る
譜
話
を
登
載
し
て
懐
徳
臨
時
琥
と
し
て
後
行

す。 け
る
小
倉
理
事
長
の
挨
拶
並
に
狩
野
博
士
の
所
戚
と

昨
秋
畢
行
し
た
皇
紀
―
―
千
六
百
年
奉
祝
式
嘗
日
に
於

指
導
に
て
堅
田
、
大
溝
方
面
の
萬
葉
遺
蹟
を
探
勝

す
。
翠
加
す
る
者
三
十
餘
名
で
あ
っ
た
。

近
江
誹
宮
、
藤
樹
誹
祉
に
参
拝
、
澤
潟
久
孝
先
生
の

▲
六
月
十
五
日



寅
賤
が
経
涜
で
あ
る
と
申
し
た
。
懐
徳
堂
の
考
も
同

様
な
こ
と
に
な
る
。
中
庸
を
得
て
賓
際
と
離
れ
ぬ
の

が
懐
猿
堂
の
學
問
の
特
長
で
あ
る
、
竹
山
先
生
の
草

茅
危
言
な
ど
を
見
て
も
、

空
理
空
文
は
一
っ
も
な

い
、
賓
際
の
學
問
で
あ
る
。
大
阪
は
す
べ
て
賞
賤
窮

行
を
尊
び
、

空
理
空
論
は
尊
ば
な
い
土
地
柄
で
あ

る
。
私
は
中
庸
と
い
ふ
も
の
が
儒
教
の
興
髄
で
あ
る

つ
て
も
道
徳
が
基
に
な
る
、
二
宮
尊
徳
翁
は
道
徳
の

し
、
翌
十
八
日
早
朝
よ
り
天
沼
俊
一
先
生
の
指
導
に

十
敷
名
愛
加
し
巌
島
に
至
る
。

旅
館
岩
惣
に
宿
泊

▲
七
月
十
七
日

日
常
生
活
の
上
に
賓
行
せ
ん
こ
と
を
望
む
。
と
の
旨

り
、
自
分
の
良
心
な
り
常
識
を
餐
逹
さ
せ
て
、
之
を

ぬ
、
要
す
る
に
、
物
の
雨
端
を
叩
い
て
共
の
中
を
執

大
臣
と
な
ら
れ
た
理
事
長

11
倉
正
恒
先
生
を
本
堂
玄

憩
の
後
、
講
堂
に
入
り
て
正
面
の
椅
子
に
着
席
さ
れ

る
。
吉
田
先
生
の
款
迎
の
挨
拶
あ
り
て
後
、
先
生
は

慈
顔
に
笑
み
を
浮
ば
せ
な
が
ら
、
人
間
の
一
番
大
切

な
こ
と
は
道
穏
で
あ
る
。
帥
ち
懐
徳
堂
の
宗
旨
で
あ

る
徳
性
の
涵
養
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
故
に
網
清
と
云

閥
前
に
お
迎
へ
す
る
。
先
生
は
二
階
會
議
室
に
て
少

識
を
以
て
判
断
す
る
の
が
中
庸
の
道
で
あ
る
。
ま
た

今
日
は
「
勘
」
と
い
ふ
敷
理
を
超
越
し
た
働
き
が
抜

け
て
居
る
。
是
非
の
判
断
に
「
勘
」
と
い
ふ
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
が
尊
い
、
尤
も
空
漠
な
「
勘
」
で
は
い

か
ぬ
、
賓
際
を
踏
ん
で
来
た
「
勘
」
で
な
い
と
い
か

を
約
二
十
分
に
渉
つ
て
諄
々
訓
詰
あ
り
、
同
十
一
時

四
十
五
分
退
出
せ
ら
る
。
嘗
夜
先
生
の
蹄
京
に
際

し
、
會
員
代
表
が
見
送
り
し
た
。

と
心
得
て
居
る
。
何
で
も
よ
く
咀
咽
玩
味
し
て
、
常

五



見
學
す
。

薬
師
堂
、
位
牌
堂
、
多
賓
塔
な
ど
國
賓
建
築
全
部
を

日
、
天
沼
俊
一
先
生
の
指
導
に
て
不
動
堂
、
純
蔵
、

し、 蹄
途
、
尾
之
道
市
に
下
車
し
て
宿
泊
、
十
九
日
早
朝

よ
り
浄
土
寺
及
び
西
國
寺
の
國
賓
建
築
を
見
學
す
。

る
を
喜
び
つ
ヽ
蹄
阪
し
た
。

杉
間
よ
り
漏
る
A

満
月
に
詩
嚢
を
肥
し
、
翌

十
七
名
蓼
加
し
、
高
野
山
に
抵
る
。
穂
持
院
に
宿
泊

▲
九
月
六
日

翠
加
者
は
何
れ
も
復
と
獲
難
き
好
機
會
に
恵
ま
れ
た

て
巌
島
誹
祉
の
國
賓
建
築
す
べ
て
に
就
て
見
學
す
。

五

常
り
て
、
平
素
よ
り
主
張
せ
ら
る
A
逍
義
の
信
念
を
以

て
屹
然
と
し
て
立
ち
、
五
十
年
に
垂
ん
と
す
る
賓
生
活

を
基
礎
と
し
、
純
清
戦
に
於
て
共
の
必
勝
を
期
し
て
挺

身
奉
公
の
誠
を
盛
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
我
が
懐
徳
堂
理
事

長
小
倉
正
恒
先
生
が
、
蔵
相
と
し
て
の
共
の
勇
牡
な
姿

太
平
洋
の
風
波
は
愈
々
荒
れ
狂
ふ
て
居
る
。
此
の
時
に

し
て
此
の
聖
戦
の
目
的
を
貫
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て
今
や
昨
秋
勃
敬
せ
る
欧
洲
戦
学
の
影
轡
に
て
、

我
が
國
は
、
思
想
戦
、
経
清
戦
に
於
て
も
亦
一
層
努
力

南
端
に
反
び
、
武
力
に
於
て
絶
封
黙
倒
的
地
位
に
あ
る

よ
り
姦
に
四
年
有
餘
、
皇
威
は
浦
蘇
國
境
よ
り
佛
印
の

頑
迷
な
抗
日
に
已
む
な
く
破
魔
の
剣
を
抜
き
放
ち
て

編

輯

を

終

幹

事

山

本

楢

侶

ヘ
て




